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 ２０１８.１０．３０ ＜計２枚＞ 

京都大学記者クラブ加盟各社 各位                       

立命館大学広報課    

国際平和ミュージアムは、2018 年度秋季特別展として、「8 月 6 日」を下記の日程で開催いたし

ます。 

戦後 73 年が経ち、戦争体験者が減少する中、体験継承の重要性が唱えられています。博物館

が戦争体験にどのようにアプローチできるのか、本展では、“8 月 6 日”を手がかりに、ふたつの展示

から考えます。 

まず、「レプリカ交響曲《広島平和記念公園 8 月 6 日》」（土屋大輔＆ビジュアル・エスノグラフィ・

プロジェクト）は、2015 年 8 月 6 日、戦後 70 年目の広島平和記念公園の 1 日を 17 地点で撮影

し、17 台のモニターに映し出すインスタレーション作品です。そこに浮かび上がる情景は、戦争体験

継承の多様性を表しています。 

次に、「8 月 6 日のワンピース」は、1945 年 8 月 6 日、学徒勤労動員中に被爆し、同 12 日に亡

くなった木村愛子さんのものとして保管され、戦没動員学徒の追悼施設を経て当館に引き継がれ

たワンピースを中心にした展示です。ここでは、愛子さんの爆心地での体験に近づくことを試みると

ともに、遺されたワンピースを介してこれまで何が共有されてきたのかを再考します。 

過去と現在の“8 月 6 日”の展示を通じて、来館者が主体的に戦争体験を想像し反芻する行為

を促すことに、博物館における戦争体験継承のひとつの可能性を示します。 

また、関連企画として、11 月 17 日（土）と 12 月 8 日（土）にワークショップを開催予定です。詳細

は別紙および当館ウェブサイトをご覧ください。 

記 

 
会 期 ： 2018 年 11 月 6 日（火）～12 月 16 日（日） 

休 館 日 ： 月曜日、11 月 24 日（土） 

開館時間 ： 9：30～16：30（入館は 16：00 まで） 

会 場 ： 立命館大学国際平和ミュージアム 1 階 中野記念ホール 

入 館 料 ： 大人 400 円（350 円）、中・高生 300 円（250 円）、小学生 200 円（150 円） 

※（ ）内は 20 名以上の団体料金です。 

※常設展もあわせてご覧いただけます。 

※関西文化の日（11 月 17 日・18 日）は無料公開します。 

主 催 ： 立命館大学国際平和ミュージアム 

後 援 ： 京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都市内博物館施設 

連絡協議会、NHK 京都放送局、KBS 京都、朝日新聞社、京都新聞、毎日新聞京 

都支局、読売新聞社 

助 成 ： 日本学術振興会 科学研究費助成事業 16K12814 

以上 

 
●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学国際平和ミュージアム 担当：西山、加藤、山田 

TEL. 075-465-8151   

http://www.ritsumei.ac.jp/mng/er/wp-museum/index.html 

立命館大学国際平和ミュージアム 2018 年度秋季特別展 

平和博物館における戦争体験継承のための展示モデル構築プロジェクト成果展示 

「8 月 6 日」および関連企画のご案内 
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別紙 

 

【関連企画】 

 

ワークショップ（1）「戦争体験『語り』の継承－広島、長崎、沖縄、国立を事例として－」 

日 時 ： 2018 年 11 月 17 日（土） 15：00～17：00 

会 場 : 立命館大学国際平和ミュージアム 2 階会議室 

講 師 : 外池 智 氏 

講師プロフィール ： 

外池 智（とのいけ さとし）  

秋田大学教育文化学部教授。専門は教育学。近年の主な研究テーマは、継承的アーカイブを活

用した「次世代の平和教育」のカリキュラムや教材、授業実践の調査･分析を検討し、その成果をふ

まえ新たな教材を開発し具体的な授業実践を提起すること。 

主な著書は下記のとおり。 

『ＮＳＫ教育ブックス 地域からみた歴史教育－徴兵の実態と戦争』（NSK 出版 2001 年） 

『昭和初期における郷土教育の施策と実践に関する研究 - 『綜合郷土研究』編纂の師範学校

を事例として』（NSK 出版 2004 年） 

『2009-2011 年度科学研究費補助金（基盤研究(C)）研究成果報告書 地域における戦争遺跡

の複合的・総合的アーカイブと学習材としての活用』（八郎潟印刷 2015 年） 

『2012-2014 年度科学研究費補助金（基盤研究(C)）研究成果報告書 戦争体験「語り」の継承

カリキュラムの開発と学習材としての活用』（暁印刷 2015 年） 

『2015-2017 年度科学研究費補助金(基盤研究(C))研究成果報告書 継承的アーカイブの活用

と「次世代の平和教育」の構築』（八郎潟印刷 2018 年） 

 

ワークショップ（2）「くにたち原爆・戦争体験伝承者講話」 

日 時 ： 2018 年 12 月 8 日（土） 14：00～15：00 

会 場 : 立命館大学国際平和ミュージアム 2 階会議室 

講 師 : くにたち原爆・戦争体験伝承者 沢村 智恵子 氏 

 

※いずれも、参加無料・事前申込不要。 

「8 月 6 日」展・常設展観覧には別途入館料が必要です。 


